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平壌と北京のあいだ
中島嶺雄

私の
よ
う
に、
ア
ジ
ア
の
川
際
関
係
や
小
同
問

題
を
専
門
と
す
る
者
で
あり
な
が
ら、
北
川別
鮮、

す
なわ
ち
判
鮮
民
七、正
義
人
民
共
和
川の
行
部・

千壌は、
小
華
人
民
共
和
同の
行
部・
北
ボ
よ
り

ずっ
と
速い
とこ
ろ
の
仰
山
で
あるか
の
よ
うに、

なん
と
な
く
感
じ
てい、
た。
実
際に
は、
北
京
と

東京の
ほ
ぼ
中
間に
代
目
し、
科
度
はお
お
よ
そ

仙
台に
等
しい
の
だか
ら、
わ
が
国に
とっ
て
は

す
ぐお
隣
なの
で
ある。
そ
れ
な
の
に、

平壌が

そ
の
よ
うに
述ぃ
ι
ι
で
あ
る
の
は、
日
制
川に

川
交が
な
く、
一向
凶
間の
交
流
が
ご
く
限
ら
れ
た

もの
だか
ら
で
あ
る。
実
際、
子
山棋
を
訪
問
す
る

た
め
に
は、
いっ
た
ん
北」U小へ
行っ
て
そこ
で
ヴ
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ィ、ザ（
AH
説）
を
取
り、
叫初
日
の
朝
鮮
民
航か
小川

民
航
の
飛
引
機に
乗り
継が
ね
ば
な
ら
ない
の
だ

か
ら、
モ
ス
ク
ワ
やパ
リへ
行
く
よ
り
も、
ずっ

と
而
倒
で
ある。
そ
の
う
え、
日
本
側
の
子
続
だ

け
で
もい
くつ
か
の
有
庁
をク
リ
ア
ー
し
た
う
え

で、
特
別の
旅
券
を
発
行し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら

ず、
さ
らに、
小
同
政
府の
通
過
ヴ
ィ、ザが
必
要

で、
そ
の
後に
よ
う
や
く
平
壌
行
き
の
ヴ
ィ
ザ
を

子に・人
れ
ら
れ
る
の
で
ある。

同
際
社
会
が
ま
す
ま
す
か
非
川
境
化。
しつ
つ

あ
り、
経
J祈
交
流
や
相川
依作の
閃係の
ネッ
ト

ワ
ー
ク
は
ま
す
ま
す
広が
り
つ
つ
あ
る
とい
う
の

に、
北
朝
鮮
の
よ
うに
こ
ん
な
近い
同と
の
交
流

が
閉
ざ
さ
れ
てい
る
こ
と
こ
そ、

ね
ば
な
ら
ない。

そ
の
平
壌
を
私は－』
の
川
川
ド
旬か
ら
行
川
上

旬
の
述
休にか
け
て、
け
本
凶
際
政
治
出子会
の
訪

朝
同
長
と
し
て
品
川
し
た。

ソ
ウルへ
は
し
ば
しば
行っ
てい
る
の
に、
平

嬢へ
は
私
も
初め
て
だっ
た。
山
中
を
流れ
る
大

同
江
を
は
さ
ん
で
先
述
し
た
ヂ
壊
は、
金
日
成、－ヒ

山仰
を
称え
る
U大
なモニ
ユ
メ
ン
卜
と
と
もに、

一日川
肘の
ピ
ル
や
アパ
ー
ト
併が
林
立
す
る
近
代
部

市
で、
大
変
川る
く
健
康
的
な
以
観
で
あっ
た。

ボー
…撲は、
そ
の
昔、
「
柳京」
と
呼
ば
れ
た
だ
け

あっ
て、
柳の
新
川仰が
実に
美
し
く、
大
刷
江に

問
題、だ
とい
わ

平壌と北京のあいだ『JAPAN CLUB』1990 NO.4-1990



合流
す
る
い汗
辿
江
畔
の
柳
は
こ
と
に
端
々
し
か
っ

た。

北京
に
も
柳
は
多
く、
．千
州械
と

北点
の
気
似

去
な
の
か、
も
う
柳
製
が
持っ
て
い
た
け
れ
ど、

平
壌
の
柳
の
万
が、
ず
っ
と
繁
り
が
泌
い。

そ
れ
に
し
て
も、
多
く
の
両
側
の
人
々
は、
山中

国
の
民、ビ
化
運
動、ぃ
米
欧
諸
同
の
脱
社
会
主
義
化、

ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
い
っ
た
国腔
史
の
変
動

が
つ
い
に
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
ま
で
及
ん
だ

の
だ
か
ら、
こ
の
よ
う
な
副
き
が
円
び
中同
に
波

及
し、
以
後
に
は
北
側
鮮
に
も
飛
ぴ
火
し
て、
金

日
成
独
裁
体
制
が山刷
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
与
え

て
い
る。

だ
が、

千掛で
のa
組
問
を

小川
の
引
状
と
比

較
し
て
凡
て
み
る
か
ぎ
り、
そ
の
よ
う
な
f
測
な
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い
し
は
則
的
が
い組
耐
ど
お
り
に
は中1
て
は
ま
ら
な

い
よ
う
に
忠
わ
れ
た。

北京
は、
去
るhハ
川
川
H

のa大
安
門
いれ
件一
同
年
を
人
民
解
放
軍
や
武
装
作

・坂
部
隊
に
よ
る
徹
底
的
な

作成
体
制．
卜
て
迎
え
た

よ
う
に、
政
治・
社
会・
経
済
的勢
が
き
わ
め
て

不
安
定
で
あ
り、
民
、王
化
運
動
の
火

s丸山
え
て
い

な
い。
だ
が
千
桜
は、
テュ
チエ（
七
体）
忠
忽
に

基
づ
く

権力
の
道
徳
化
が
す
す
ん
で
い
て、
3一
千

万
の
人
民
が
・ま
る
で
宗
教
川
体
の
成
此
の
よ
う
な

観
を
日
し
て
お
り、
ド
か
ら
の
民主
化
運
動
が
起

こ
る
余
地
も中lf
川
は
な
さ
そ
う．で
あ
っ
た。
つ
ま

り、
．
mm
の

・川教
的
権城、正
義
体
制
と
し
て
の
令

日
成
H
命日
正
日
父
子
体
制
ド
で
の
不
れ
昧
な
宏
之

守
山っ
て
お
り、

北出
の
よ
う
に
乱
れ
て
は
い
な

い
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
千
域
は、
北
点
と
の
友
川町
関
係
を

いいぷ
刷
トし
は
保
持
し
て
い
る
も
の
の、
チュ
チ
ェ
思

想
に
よ
る
’日
立
と
は、

小同
か
ら
の
杉
山科
力
の
排

除
を
も
ぷ
味
し
て
お
り、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
か

な
り
大
き
な
消
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た。

Although I am a specialist in the field of Asian intcrna
tional relations and Chinese affairs, I somehow feel that 
Pyongyang, the capital of North Korea, is much further 
away than Beijing. Geographically speaking, it is situated 
about halfway between Beijing and Tokyo-we are almost 
neighbors. Of course, Pyongyang seems so remot准because
Japan does not have diplomatic relations with North Korea 
and there are only very limited exchanges between our 
countries. So although borders are becoming increasingly 
i1・relevant in today's world, as the networks of trade and 
economic interdependence that bind the international com
munity spread ever wider, the fact that a neighbo1;ng 
country is virtually isolated from us constitutes a serious 
problem. 

As leader of a group representing the International 
Political Science Society of Japan, I was able to visit Pyon

gyang this year. I often travel to Seoul, but this was my 
first time to see the northe1 n capital. The city, which has 
grown up on either side of the Taedong river, is a modern 
metropolis boasting clusters of high-1;se buildings and 
apartment blocks, as well as a colossal monument erected 
in honor of“Great Leader”Kim II S山1g. It all looks very 
cheerful and wholesome. In ancient times Pyongyang was 
called the “Willow Capital’：and with their new spring 
leaves the willows did look magnificent. 

A peaceful scene perhaps, but the world outside is being 
rocked by change: the d巴mocracy movement in China, the 
rapid decline of socialism in East必rn Europe, and the 
progress of perestroilm in the Soviet Union-a mood that 
has spread as far as the Mongolian People’s Republic. 
Consequently, many people in the West think that this tide 
may well rise again in China and finally engulf North 
Korea, bringing about the collapse of Kim TI Sung's regime. 

A氏er spending a week in Pyongyang, however, I feel that 
the situation is very di汀erent to that of China; predictions 
of the regime’s imminent demise are based more on wishful 
thinking than cool analysis. For example, on the first 
anniversary of the’I'iananmen Square massacre (June 4th) 
this year, there was a strict military clamp-down in Beijing. 
This goes to show that the situation is veiγvolatile-pol i ti
cally, socially, and economically-and that the democracy 
movement has not been extinguished. In Pyongyang, how
ever, the moral justification of authority, based on the 
philosophy of cwuchey （“nucleus勺，is well advanced: the 
country's 20 million citizens behave just like members of a 
religious organization. For the time being there would 
appear to be little chance of a grassroots movement aimed 
at democratization. Ther芭is a sort of eerie stability under 
the father-and-son reign of Kim II Sung and Kim Jong II, 
who have crafl.ed a Confucian-authoritarian system of 
political control. 

Although Pyongyang keeps up the appearance offi吋end
ly relations with Beijing, the independence that comes with 
cwuchey strongly suggests the elimination of Chinese in

flucncc. A、吋de gt』lfhas opened up between the two. 
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